
まえがき＝ 1970 年代前半に一部の企業で利用が始まっ
たシミュレーション技術は，計算機性能の向上とともに
急速



　また，型鋳造において，熱伝導解析と結晶核生成・結
晶粒成長の解析とを組合わせて凝固組織の予測を行い，
結晶粒微細化のための鋳造条件の決定も行っている（図
2）。
1．2　塑性加工シミ∵

　 鋳 造 ８ ８ 紙 に ， 秈 ， 成 ， 造 な Ｐ の 塑 性 加 工 誇
還 造 に お 穫 る シ 耶 湛 代 Å 員 習 ， 貝 の シ ミ ∵

る シ 箕 問 を ０ て い る 。
　 の 秈 Å 鹸 ， 耶 る 貌 ８ の を 服 ０ ま 解 跡
を 行 っ て 微 塑 劃 悗 @ 洊 榆 六 ㈧ 穝 二





2．2　音響シミュレーション　当社では，長年蓄積してきた音響技術を核として，視界性が良好でかつ防音性能に優れた山形防音装置などの防音製品の開発，圧縮機や建設機械など機械製品の低騒




